
1 

 

「日本銀行は何をしているのか？」 

 

日本銀行 盛岡事務所長 齋藤聡 

 

（はじめに） 

日本銀行盛岡事務所の齋藤と申します。今日は、新入会員卓話ということで、

何をお話しするか、色々と考えたのですが、やはり、自己紹介も兼ねまして、

私ども日本銀行がどういった仕事をしているのか、をお話しするのが、一番自

然かな、と思い、「日本銀行は何をしているのか？」というタイトルでお話し

をすることとしました。 

 

（日本銀行は中央銀行） 

日本銀行は、「①銀行券を独占的に発行する中央銀行を設立することによっ

て、インフレーションを収束させるとともに、②中央銀行を中核とした近代的

な信用制度を確立すること」を目的として、1882年（明治 15年）に創立さ

れた我が国の中央銀行です。中央銀行は、銀行券を「独占的に」発行する銀行

なので、当然、国内に同業他社はありません。しかし、外国にはちゃんと同業

他社がありまして、有名なところでは、欧州のヨーロッパ中央銀行（ＥＣＢ）、

米国の連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）などがあげられます。 

 

（日本銀行の目的） 

日本銀行の目的は、「「物価の安定」と「金融システムの安定」を図ることを

通じて、日本経済の健全な発展に貢献すること」です。これは日本銀行法の第

1条、第 2条に明記されており、日本銀行の全ての業務は、「物価の安定」も

しくは「金融システムの安定」を図るために実施されています。以下、この「二

つの安定」の視点から日本銀行の業務をご紹介していきます。 

 

（物価の安定） 

まずは「物価の安定」です。物価が乱高下する状況では、誰も先の計画が立

てられず、長期的な経済活動が不可能となります。また、急激な物価上昇が続

くと、年金や給料等の上昇がそのテンポに追いつけずに、経済的に困窮する人

が増加しますし、物価の下落が続くと、誰も買い物をしなくなり、経済が縮小

していってしまう、といった弊害が出てしまいます。こうした弊害が発生しな

いように物価の安定を保つために、日本銀行は「金融政策」を実施します。金

融政策は、伝統的に金利を調整することで、世の中に出回るお金の量を調整し

てきました。しかし、1990年頃から、金利をゼロ％まで下げても物価の下落

が解消しない状態が継続しており、現在は、こうしたデフレ状態からの脱却を

期として、「量的緩和」や「マイナス金利」といた非伝統的な手法を使った金
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融政策を実施しています。金融政策は、各種の経済統計や支店を含む調査部署

の調査結果等を基に、毎月開催される日本銀行政策委員会（総裁、副総裁<2

名>、審議委員<6 名>の計 9 名で構成）の金融政策決定会合で決定されます。 

また、皆さんの一番身近なお金である「お札」の価値を守ることも日本銀行

の重要な仕事の一つです。日本銀行では、「偽札が心配で安心してお札が使え

ない」といったことがないよう、市中から戻ってきたお札の全てについて、本

物かどうか、もう一度市中で使えるかをチェックしているほか、どのような場

合でも必要なだけお札が供給できるよう全国の支店や事務所（実際には地元の

金融機関）に十分な量のお札を保管し、払出しに備えています。 

 

（金融システムの安定） 

次に「金融システムの安定」です。「金融システム」という言葉は聞きなれ

ないかも知れませんが、金融機関を中心とした「お金が流れる仕組み全体」と

考えて頂ければよいと思います。金融システムは個々の金融機関の相互取引で

動いていますから、①個々の金融機関がしっかりしていること、②金融機関間

の取引が円滑に行われていること、の二つが金融システム安定のための大きな

柱となります。 

金融機関には多くの方が大切なお金を預けていますので、万が一にも金融機

関の経営が傾くようなことがあれば、その金融機関に預金している人が被害を

蒙ることはもちろんですが、これを見た多くの人達が、健全な金融機関も信用

しなくなると、大規模な取り付け騒ぎ等金融システム全体を巻き込む大きな混

乱に繋がりかねません。こうしたことが起こらないよう、日本銀行は個別金融

機関の貸出や投資の状況を定期的にチェックし、必要に応じてアドバイスを行

っています（日銀考査）。 

また、金融機関は毎日莫大な額を金融機関同士でヤリトリしているため、ど

こか一か所で資金不足が発生すると、それが次々と拡がって金融システム全体

の麻痺に繋がりかねません。日本銀行では、このような一部の資金トラブルが

全体に伝播することを防ぐため、緊急貸出を行う機能も担っています（「最後

の貸し手」の機能）。 

更に、日本銀行は、こうした金融機関同士の資金のヤリトリを行うため「日

銀ネット」というシステムを提供し、その運行管理も行っています。 

 

（終わりに） 

以上、駆け足で日本銀行の仕事をみてきました。皆さんと直接の接点はあま

りありませんが、「意外と私たちの日常生活にかかわる仕事をしているんだな

ー」と感じていただければ、大変ありがたいです。本日は貴重な機会を頂き有

難うございました。 

以 上 


